
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

安全・便利で経済的な
次世代インフラの構築について

平成２５年４月１７日

国土交通大臣 太田昭宏

CS854582
スタンプ



維持管理情報のプラットフォーム構築

新技術導入、既存技術の横断的活用

総点検・修繕

維持管理の基準・マニュアルの改善・明確化

体制・法令等の整備

長寿命化計画の推進

老朽化対策の全体像
⇒３月21日老朽化対策会議とりまとめ（随時見直し）

地方公共団体への支援

維持管理等の担い手支援

維持管理・更新のＰＤＣＡサイクルの構築
トータルコスト縮減・更新費平準化

社会資本の戦略的な維持管理・更新

ＩＴ等を活用した先端的インフラ管理のイメージ

◆非破壊検査技術の開発・導入・普及

センサー

センサー

センサー

センサー

◆ＩＴ等を活用したインフラモニタリング
システムの構築

◆維持管理・更新情報のプラットフォーム
の構築

座標制御（ＸＹ座標）による技術

点検員による遠隔制御
による点検・状態記録

ＣＡＤデータへの点検
記録のマップ化

レーザースキャナー等による状態の記録
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点検評価及び
調書等の作成

レーザースキャナー等の機械調査の導入

デジタルカメラ
GPSアンテナ

IMU

レーザスキャナ

取得データより、堤防の変状、沈下等の恐
れのある箇所を絞り込み

モービルマッピングシステムによる効率化

○ インフラの急速な老朽化時代を迎え、非破壊検査技術等の新技術やＩＴの活用により、維持管理・更
新システムを高度化し、インフラ管理の安全性、信頼性、効率性の向上を実現。

○ これにより、新たな市場の創出、国際競争力の向上、パッケージ型インフラ輸出の拡大に寄与。
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例：事務所で
データ取得

例：損傷が大きい箇所等
における変位等の監視

基準点（緯度経度）

センサー



安全・快適・効率的な人・モノの移動

ＩＴＳ技術の更なる高度化 ＩＣＴを活用した歩行者移動支援

ITSスポット※１等からの情報提供と車の自動制御（ACC※２）と

の連携などITS技術の更なる高度化を推進することで、渋滞

緩和や交通事故削減を図る。

ITS（Intelligent Transport Systems)
：高度道路交通システム

※１ 路側の情報提供装置により、ダイナミックルートガイダンス（広範囲の渋滞データを配信し、カ
ーナビが賢くルート選択するサービス）や安全運転支援、ETCなどのサービスを提供

※２ ACC（Adaptive Cruise Control）：自動で車速や車間制御を行う機能

出発地
目的地

【健常者】

【車いす使用者等】

： 段差の少ないルートの案内

： 最短ルートの案内

経路検索イメージ

右に曲がって、そのままみちなりです

歩行者移動支援サービスとして、各利用者ニーズに応え、ス

マートフォン等でダイレクトに移動経路や地域情報、観光情報

等を提供。

今後、視覚障がい者に対するサービスや災害時の情報提供

について、検討を推進。

○ ＩＴＳ技術の更なる高度化を推進し、交通渋滞の緩和や交通事故を削減。

○ ＩＣＴ活用による歩行者移動支援サービスを提供する取組を支援すること等により、高齢者や障害
者をはじめ、誰もが安全で効率的に移動できる環境を実現。
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ETCやGPSなどのITS技術を活用して、複数の高速道路を利

用する交通にも対応する料金制度の構築や、高速道路以外の

施設（駐車場等）でも利用可能な仕組みを構築することにより、

シームレスで利便性の高い車社会を実現。



エネルギー

・ ＨＥＭＳ※の活用等による省エネ・創エネ・蓄エネの統合・最適化 等

暮らし・生活

・ ＩCＴシステムを活用した健康管理等による高齢者の見守り・生活支援

・ 公共交通の導入等による歩いて暮らせるまちづくり 等

ビッグデータやＩＣＴを活用した便利な生活

○ エネルギー利用の最適化やＩＣＴ活用による高齢者支援等を推進し、スマート住宅・スマートシ

ティを実現。

○ ビッグデータをＩＣＴにより収集・分析することで、個人の移動ニーズを正確に把握し、新たな交通

サービス等を創出。

スマート住宅・スマートシティの実現

※ HEMS(ヘムス、home energy management system)
住宅のエネルギー管理のためのシステム

ビッグデータとＩＣＴの活用による新サービスの創出

役場

病院

駅

商業施設

乗合バス

電車

深夜タクシー

ＢＲＴ
（バス高速輸送システム）

小型モビリティ

高齢者向け
巡回バス

郊外

自宅

ビッグデータ
の種類

乗降駅・人数
買物情報

利用者の
性別・年齢層

カメラセンサー ＩＣカード
ＩＣＴの活用に

より情報取得
スマートフォン ＆
アプリケーション

位置情報

新サービスを創出し、公共交通型都市を構築

3

鉄道代替として
の安価・高頻度な
ＢＲＴ路線の整備

乗合タクシーの
定期路線化
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